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ニュースあれこれ

日
本
カ
ト
リ
ッ
ク
平
和
旬
間
（八
月
六
日
～
十
五
日
）
に
運
動
し
て
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ｍ
劉
北
九
州
平
和
の
集
い

希
望
に
向
か
っ
て

林
尚
志
神
父

ン

汗

一
九
八
二
年
度
司
教
総
会
に
お

い
て

「日
本
カ
ト
リ
ッ
ク
平
和
旬

間
」
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
北
九

州
地
区
で
も
平
和
句
間
に
呼
応
し

ま
し
ょ
う
と
、
二
〇
〇

一
年
に
第

１
回
北
九
州
平
和
の
集
い
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。
司
祭
と
信
徒
の
協

力
に
よ
り
、
今
回
で
１１
回
目
を
迎

え
ま
す
。

今
年
は
、
下
関
を
拠
点
と
し
て
ヽ

長
年
幅
広
く
司
牧
活
動
を
展
開
し

て
お
ら
れ
る
林
尚
志
神
父
を
招
き

ま
す
。
イ
エ
ズ
ス
会
司
祭
で
、
下

関
労
働
教
育
セ
ン
タ
ー
所
長
、
Ａ

Ｃ
Ｏ

（カ
ト
リ
ッ
ク
労
働
運
動
）

全
国
常
任
司
祭
で
も
あ
り
ま
す
。

東
チ
モ
ー
ル
や
従
軍
慰
安
婦
問
題
、

原
子
力
問
題
な
ど
を
市
民
や
信
者

と
共
に
考
え
、
社
会
の
中
で
先
立
っ

て
働
い
て
い
る
キ
リ
ス
ト
と
出
会

う
こ
と
を
大
切
に
し
て
お
ら
れ
ま

す
。
最
近
、
黙
想
指
導
や
講
話
の

中
で
よ
く
話
さ
れ
る
言
葉
に

「若

者
の
反
乱
の
無
い
所
に
は
死
臭
が

し
、
年
寄
り
の
反
乱
の
無
い
所
に

は
あ
き
ら
め
の
砂
漠
が
広
が
る
」

が
あ
り
ま
す
。
反
乱
と
は
、
先
ず

言
論
の
自
由
が
あ
る
内
に
発
言
す

る
と
い
う
事
で
す
。
林
神
父
が
、

ど
の
よ
う
な
お
話
し
を
し
て
く
だ

さ
る
の
か
楽
し
み
で
す
。
そ
の
他

の
発
表
グ
ル
ー
プ
と
し
て
、
門
司

教
会
、
Ｊ
Ｃ
Ｎ
Ａ

（日
本
カ
ト
リ
ッ

ク
看
護
協
会
）
、
精
神
障
が
い
者

家
族
会
、
キ
リ
ス
ト
者
九
条
の
会
、

そ
し
て
外
国
籍
信
徒
の
方
々
を
中

心
に
ジ

ュ
ビ
リ
ー
ソ
ン
グ
な
ど
予

定
さ
れ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
の
広

場
も
あ
り
、
信
仰
育
成
部
会
も
担

当
の
皆
さ
ん
と
協
力
し
あ
っ
て
、

準
備
を
す
す
め
て
い
ま
す
。
平
和

の
取
り
組
み
を
ピ
ー
ア
ー
ル
す
る

グ
ル
ー
プ
も
、
例
年
通
り
出
店
し

ま
す
。
小
倉
教
会
の
カ
レ
ー
も
用

意
さ
れ
ま
す
。　
一
年
に

一
度
の
平

和
の
集
い
で
す
の
で
、
平
和
を
求

め
る
人
々
を
ぜ
ひ
誘
っ
て
ご
参
加

下
さ
い
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

〔平
和
の
集
い
実
行
委
員
会
〕

【
平
和
の
集
い
献
金
先
】

①
東
日
本
大
震
災
被
災
者
支
援

②
東
チ
モ
ー
ル
ヘ
の
支
援

◆

◆

◆

◆

◆

平
和
旬
間
に
つ
い
て

平
和

へ
の
努
力
は
、
す
ぐ
れ
て
キ
リ

ス
ト
に
従
う
行
為
で
あ
り
、
現
代
の
世

界
に
あ
っ
て
、
”
時
の
し
る
し
“
と
し
て

の
行
為
で
あ
る
。

日
本
の
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
は
、
教
皇

ヨ
ハ
ネ

・
パ
ウ
ロ
ニ
世
が
わ
が
国
を
訪

問
し
、
世
界
で
唯

一
の
核
被
爆
地

・
広

島
と
長
崎
で
世
界
に
向
け
、
平
和
ア
ピ
ー

ル
を
力
強
く
発
表
さ
れ
、
訴
え
ら
れ
た

こ
と
に
、
特
別
の
意
義
と
使
命
を
感
じ
、

平
和

へ
の
努
力
が

「日
本
の
カ
ト
リ
ッ

ク
教
会
の
使
命
」
で
あ
る
と
確
信
し
た
。

以
下
略
／
１
９
８
２
年

若
松
教
会
主
任

鵜
野
泰
年
神
父

六
月
二
九
日

ご
逝
去

（６
ｐ
、
深
堀
信
徒
会
長
の

追
悼
の
こ
と
ば
を
掲
載
）

8月 7日 (日)

【午前の部】…平和祈願ミサ

(各教会にて)

【午後の部】・“平和の集い

1130…開場(小倉教会)

1300…開始・グループ発表

1420～…休憩(交流タイム)

1■45…林神父のお話し

15i30…電子牙ロネ斥婿頭

1600…終了

昨年9月20日、福岡教区信徒協
研修会で発言する鵜野神父
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―いま私たちにできること
【黒
崎
教
会
】
毎
月
第
二
日
曜
日
に
、
募
金
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。
被
災
地
の
、
特
に
行
政
か

ら
目
の
届
き
に
く
い
方
々
の
た
め
に
、
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｃ
（カ
ト
リ
ッ
ク
東
京
教
区
国
際
セ
ン
タ
ー
）

ヘ

送
金
し
、
被
災
地
の
情
報
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

【小
倉
教
会
】
被
災
地
支
援
を
長
期
間
に
わ
た
っ
て
続
け
る
た
め
に
、
聖
堂
で
の
義
援
献
金
だ
け

で
は
な
く
、
６
月
よ
り
毎
月

一
回
の
ミ
ニ
バ
ザ
ー
を
行
い
、
そ
の
売
り
上
げ
全
額
を
支
援
先
に

送
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
な
お
、
こ
の
バ
ザ
ー
は
毎
月
販
売
品
を
特
定
し
て
変
え
る
こ
と
に
し

て
い
ま
す
。
菓
子
と
喫
茶
に
限
っ
た
６
月
は
１３
万
円
の
売
り
上
げ
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
地
域
の
人
や
地
区
の
教
会
に
呼
び
か
け
て
、
聖
堂
で
被
災
地
支
援
の
集
い
」
を
行
い

ま
す
。
集
い
の
内
容
は
、
被
災
地
支
援
に
関
す
る
話
や
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
で
す
。
７
月
３
日
に

は
第
２
回
の

「支
援
の
集
い
」
が
開
か
れ
、
二
人
の
話
に
続
い
て
ヴ
ア
イ
オ
リ
ン
と
オ
ル
ガ
ン

の
演
奏
が
あ
り
ま
し
た
。

【湯
川
教
会
】
３
月
１８
日
、
ビ
ン
セ
ン
シ
オ
ア
パ
ウ
ロ
会
仙
台
協
議
会
よ
り
湯
川
教
会

へ
物
資
の

要
請
が
あ
り
ま
し
た
。
下
着
類
、
パ
ー
カ
ー
、
靴
下
な
ど
を
用
意
し
て
送
り
ま
し
た
。
教
会
で

は
カ
ン
パ
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
し
、
７
月

・
８
月
に
は
納
涼
祭
や
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
な

ど
で
募
金
を
集
め
る
予
定
で
す
。

【水
巻
教
会
】
個
人
で
現
地
に
つ
な
が
り
が
あ
る
人
が
、
現
地
で
必
要
な
物
を
聞
い
て
教
会
の
人

た
ち
に
呼
び
か
け
て
送
り
ま
し
た
。

【
門
司
教
会
】
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
福
島
の
野
菜
を
取
り
寄
せ
て
教
会
で
販
売
し
ま
し
た
。

【飯
塚
教
会
】
ミ
サ
で
の
共
同
祈
願
で
祈
り
を
さ
さ
げ
て
い
ま
す
。　
一
過
性
に
な
ら
な
い
よ
う
に

心
が
け
、
聖
堂
に
献
金
箱
を
置
き
呼
び
か
け
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

収 入 の部 決 算  額

繰越金

会費

教区信徒協助成金

124,708

952,300

30,000

合  計 1.107,008

２
０
１
０
年
度
決
算
報
告
書

（北
九
州
地
区
信
徒
協
）

支 出 の 部 決  算  額

金

費

費

費

費

費

費

費

費

費

費

他

費

教

青

親

平

広

研

聖

典

社

事

通

そ

役

98,000

93,584

32,208

150,000

180,640

15,000

122,025

50,669

20,630

68,736

37,780

105

93,000

金越繰 144,631

合  計 1,107,008

″
北
九
州
信
徒
協

″
　

五
月
二
九
日
０
、
二
〇

一
一
年

″
度
第

一
回
代
表
者
会
議
が
開
催
さ

″
れ
ま
し
た
。
前
年
度
の
会
計
決
算

′″
と
監
査
報
告
が
な
さ
れ
、
承
認
さ

″
れ
ま
し
た
。
今
年
度
も
平
和
の
集

″″
い
（八
月
）
、
親
睦
レ
ク
リ
エ
ー
シ

″
ョ
ン
（九
月
）
、
研
修
会
、
司
祭
団

′″
と
の
懇
談
公

月
）
を
中
心
に
活
動

″
を
す
す
め
て
い
き
ま
す
。
各
部
会

′″
か
ら
の
呼
び
か
け
も
多
々
あ
り
ま

″
す
の
で
、
ふ
る
っ
て
ご
参
加
下
さ

″
い
。

″
教
区
信
徒
協
の
役
員
に
つ
い
て

″
＊
教
区
信
徒
協

の
役
員
は
４
地

″
区
が
２
年
交
代
で
主
幹
を
務
め

′″
て
い
ま
す
が
、
前
年
度
ま
で
で

″
北
九
州
地
区
の
担
当
が
終
わ
り

″
ま
し
た
。

今
年
度
か
ら
２
年
間
は
福
岡
地

区
が
担
当
し
ま
す
の
で
、
教
区
の

会
長
は
福
岡
地
区
の
目
良
さ
ん
（大

名
町
）
に
な
り
ま
し
た
。
前
年
度

の
会
長
は
顧
間
と
し
て
残
り
ま
す

の
で
、
前
会
長
の
濱
さ
ん
（黒
崎
）

が
顧
問
と
し
て
残
り
ま
し
た
。

北
九
州
地
区
か
ら
の
役
員
と
し

て
次
の
人
た
ち
が
、
今
後
２
年
間

教
区
役
員
と
し
て
代
表
者
会
議
に

出
席
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

・
濱
　
　
鶴
松

室
小崎
）

顧
問

・
追
立
　
泰
治

（行
橋
）

副
会
長

・
北
川
　
卓
也

（小
倉
）

役
員

・
瀬
下
　
幸
弘

釜
小崎
）

役
員

・
岩
本
　
光
弘

（水
巻
）

広
報
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Massage ofJapanese Catholic Bishop Group

To a Restmction from Great East Japan Disaster

Dear,brother and sister,

Three months was past from the Great East Japan Disaster occtwed at A/1arch llth.By

this disaster,いrenty thousand people were died and great amount of people are still nlissing.

Merciful Lord,accept died persons,who had no tilne to tell departs with thett family and

their friends,in yotr hands. And also give hopes tO the famlly and the friends,who are stlr,

vived and rernained,to llve and overcome sadness. Houses,factories,fams,and bays were

sNered damages. Nuclear power plant had also serious damages, Many people are living at

refuges or portable housings with less usefullives,

God of salvation,look after people who cry to you froln sadness.And get rid of heavy loads

eartter. May bring of binds of family and home towll. There is no teェェェェination on nuclear

plant accident,It takes a long way to revive from the Great Disaster.
In the congress ofBishops held fromJune 13th to 17th,we accepted the word by Paulo,

whether one Fnember suFferth,all the nlembers sutter with it,or one rnember is honored,all

the members rdoice With it lCorinthians 12261“,and decided to work to resttct more force―
血1ly.  i

Since now,Catholic chlrch supported the disaster mainly by Caritas Japan.However,be―

cause of a huge amount of dalnages and a long tirne,which takes to reconstruct from the

great suffering,we decided that all the diocese support directly and concretely.Accepting
the coIIscious of bishops,we call priests,monks,and brothers and sisters,to co―operate contin―

uously.

We thank your supports and prays fronl domestic and foreign regions. Let's pray to be able

to walk together.

Jlllle,17th,2011, Last day of congress of Bishops,

All member ofJapanese Bishop group

日本カトリック司教団メッセージ 「東日本大震災からの復興にむけて」

兄弟姉妹の皆様
東 日本大震災か らの復興にむけて

3月11日の東日本大震災からはや3カ月が過ぎました。 今 回の東日本大震災によって、2万人近い方々が亡くなられ、

いまだ、多くの人々が行方不明のままです。私たちは祈ります。

いつくしみ深い神よ、家族や友人たちとの別れを語ることすらできずに亡くなられた方々をあなたのみ手のなかに

受け入れてください。また、遺された家族や友人たちにこの悲しみを乗り越えて生きていく希望をお与えください。

また、住宅、工場、回畑、港湾などでも大きな被害がでました。さらに、原発事改による被害も甚大です。多くの人

が避難所、仮設住宅などでの不自由な生活を余儀なくされています。私たちは祈ります。

救いの源である神よ、苦しみの淵からあなたに叫ぶ人々を顧み、その重荷を一日も早く取り除いてください。家族

や地域の絆を回復し、希望のうちに共に歩むことができますように。

いまだ、原発事改収束の見通しもついていません。東日本大震災からの復興は長い道のりになるでしょう。6月13日

から17日に開催された司教総会において、私たち司教団は 「一つの部分が苦しめば、すべての部分が共に苦しみ、一

つの部分が尊ばれれば、すべての部分が共に喜ぶのです」 (コリントの信徒への手紙-12:26)と 切実に語るパウロ

の言葉を実感し、復興支援によリー層力を入れて取り組むことを決意しました。

これまでカ トリック教会ではカリタスジャパンを中心に支援活動を行ってきましたが、被害の大きさ、復興の長期

化に鑑み、日本の全教区が直接に、そして具体的に、復興にむけての支援にあたることを決定しました。司教団の意

図を汲んでいただき、司祭 ・修道者をはじめ、兄弟姉妹の皆様に継続的な協力を共にするよう呼びかけます。

最後になりましたが、国内外の皆様の祈りとあたたかい支援に心から感謝いたします。今後とも共に歩めるように

祈ります。

2011年6月17日 定 例司教総会最終日 日 本カ トリック司教団一同
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「今
の
厳
し
い
時
代
の

な
か
で
の
信
徒
の
召
命
」

前
回
に
引
き
続
き
現
代
社
会

を
生
き
る
信
徒
の
皆
さ
ん
の
召

命
に

つ
い
て
考
え
て
い
き
ま
し

よ
う
。

司
祭

・
修
道
者
は
神
学
校
や

修
道
院
で
そ
れ
ぞ
れ
の
召
命
が

育
ま
れ
、
教
会
や
各
自

の
場
で

福
音
宣
教
者
と
し
て
歩
ん
で
い

き
ま
す
。

信
徒
の
皆
さ
ん
は
？
　
神
学

校
や
修
道
院
で
な
く
、
教
会
、

家
庭
、
社
会

の
中
で
そ
の
召
命

が
育
ま
れ
福
音
宣
教
者
と
し
て

派
遣
さ
れ
て
い
ま
す
。

信
徒

の
皆
さ
ん
の
召
命
は
さ

ま
ざ
ま
ど
場
に
こ
そ
あ
り
ま
す
。

こ
の
な
か
で
大
切
な
こ
と
は
、

特
別
な
役
割
、
目
に
見
え
る
活

躍
だ
け
で
な
く
、　
一
人
ひ
と
り

何
が
で
き
る
の
か
、
そ
れ
ぞ
れ

の
場
で
何
が
求
め
ら
れ
て
い
る

の
か
を
知
る
こ
と
で
す
。

今
の
厳
し
い
時
代
の
な
か
で

の
信
徒
の
皆
さ
ん
召
命
は

「お

互
い
に
分
か
り
合
え
る
、
お
互
い

に
支
え
合
う
」
こ
と
で
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
場
で
、
多
く
の
人
々

が
厳
し
い
現
実
の
中
を
歩
ん
で
い

ま
す
。
こ
の
厳
し
さ
は
決
し
て
う

れ
し
い
、
心
地
よ
い
の
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
厳
し
さ
を
知
り

そ
の
苦
し
み
を
経
験
し
て
い
れ
ば
、

同
じ
厳
し
さ
の
な
か
に
あ
る
方
々

の
苦
し
み
痛
み
を
分
か
り
合
え
る

こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

「あ
な
た
の
こ
と
は
よ
く
知
ら

な
い
」
、

「あ
ま
り
関
わ

っ
た
こ

と
が
な
い
人
の
こ
と
だ
」
と
い
う

こ
と
が
あ
っ
て
も
、

「私
も
あ
な

た
と
同
じ
苦
し
み
を
経
験
し
た
こ

と
が
あ
る
」
、

「あ
な
た
の
そ
の

痛
み
は
私
に
は
わ
か
る
」
、

「今

私
も
あ
な
た
と
同
じ
厳
し
さ
、
苦

し
み
の
な
か
に
い
る
」
、
だ
か
ら

私
は
あ
な
た
の
こ
と
が
よ
く
わ
か

る
。
こ
の
互
い
の
痛
み
を
分
か
り

合
え
る
こ
と
が
、
大
き
な
支
え
と

な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

こ
う
し
て

「私

一
人
」
が
、

「私

た
ち
皆
」
と
い
う
ひ
と
つ
の
大
き

な
力
に
な
り
ま
す
。

信
徒
の
皆
さ
ん

一
人
ひ
と
り
が

さ
ま
ざ
ま
な
状
況
の
な
か
で
、
そ

の
厳
し
さ
、
苦
し
み
を
多
く
知
っ

て
お
ら
れ
ま
す
、
で
す
か
ら
同
じ

状
況
に
あ
る
多
く
の
方
々
の
厳
し

さ
、
苦
し
み
が
理
解
で
き
ま
す
。

こ
の
多
く
の
方
々
が
お
互
い
に
分

か
り
合
え
る
こ
と
は
信
徒
の
皆
さ

ん
の
召
命
の
目
に
見
え
る
働
き
の

ひ
と
つ
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

こ
れ
が
教
会
の
力
、
強
さ
で
す
。

皆
さ
ん
、
日
本
は
ま
さ
に
今
厳

し
い
深
刻
な
状
態
で
す
。

東
日
本
の
地
震

・
津
波
の
被
害

状
況
、
被
災
さ
れ
た
方
々
の
厳
し

い
現
実
、
苦
し
み
や
痛
み
。
そ
れ

ら
は
テ
レ
ビ
や
新
聞
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
な
ど
の
中
だ
け
に
起
こ
っ

て
い
る
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

私
た
ち
が
生
活
し
て
い
る
日
本
で

実
際
に
起
こ
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。

地
震
直
後
に
、
ま
た
地
震
の
二

か
月
後
の
被
災
地
に
行
か
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
直
後
に
訪
れ
た

被
災
地
は
想
像
を
絶
す
る
状
況
で

し
た
が
、
二
か
月
後
に
訪
れ
た
際

も
厳
し
い
状
況
は
ほ
と
ん
ど
変
わ

っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
現
在
も

多
く
の
方
々
が
本
当
に
困
難
な
状

況
の
な
か
で
厳
し
い
現
実
を
強
い

ら
れ
て
い
ま
す
。

東
日
本
の
震
災
は
遠
く
東
北
地

方
で
起
き
た
自
然
災
害
で
は
あ
り

ま
せ
ん
、
被
災
地
の
あ
ま
り
に
も

甚
大
な
さ
ま
ざ
ま
な
被
害
、
ま
た

東
北
地
方
だ
け
で
な
く
関
東
の
空

港
や
駅
も
電
力
不
足
と
節
電
の
た

め
、
九
州
か
ら
来
た
わ
た
し
た
ち

が
驚
く
ほ
ど
暗
い
で
す
、
物
資
が

不
足
し
た
り
、
暑
く
て
も
エ
ア
コ

ン
を
今
ま
で
通
り
使
え
な
か
っ
た

り
と
厳
し
い
状
況
が
こ
れ
か
ら
も

続
き
ま
す
。

こ
の
現
実
を

一
人
ひ
と
り
が
自

分
た
ち
の
痛
み
と
し
、
厳
し
い
現

実
の
な
か
に
い
る
方
々
の
苦
し
み

を
忘
れ
な
い
、
さ
ま
ざ
ま
な
厳
し

さ
を
知
っ
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
同

じ
痛
み
を
互
い
に
分
か
り
合
う
こ

と
、
こ
れ
が
厳
し
さ
の
な
か
に
あ

る
方
々
の
支
え
と
な
り
厳
し
い
時

代
、
現
実
を
乗
り
越
え
て
い
く
大

き
な
力
と
な
り
ま
す
。

被
災
さ
れ
た
方
が
お
っ
し
ゃ
っ

て
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す

「今
ま

で
は
九
州
に
台
風
が
来
て
も
何
も

意
識
し
て
い
な
か
っ
た
が
、
震
災

後
は
、
遠
く
で
起
き
た
自
然
災
害

で
も
そ
の
こ
わ
さ
、
つ
ら
さ
が
よ

く
わ
か
る
」
と
。

良
き
サ
マ
リ
ア
人
の
た
と
え
の

な
か
に
も
、

「隣
人
を
自
分
の
よ

う
に
愛
し
な
さ
い
」
と
あ
り
ま
す

「誰
が
追
い
は
ぎ
に
襲
わ
れ
た
人

の
隣
人
に
な

っ
た
と
思
う
か
。
」

律
法
の
専
門
家
言
っ
た
。

「そ
の

人
を
助
け
た
人
で
す
。
」
イ
エ
ス

は
言
わ
れ
た
。

「行
っ
て
あ
な
た

も
同
じ
よ
う
に
し
な
さ
い
。
」

（ル
カ
福
音
１０
章
２５
～
８７
節
）

（直
方
、
回
川
教
会
土
寸
浜
神
父
）

今
年
の
ワ
ー
ル
ド
ユ
ー
ス

デ
ー
は
、
ス
ペ
イ
ン
の
マ
ド

リ
ー
ド
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

北
九
州
地
区
か
ら
も
５
名
の

青
年
が
参
加
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
　

夏
休
み
を
利

用
し
た
大
学
生
が
中
心
の
参

加
で
す
が
、
参
加
者
は
ア
ル

バ
イ
ト
な
ど
を
し
て
参
加
費

用
を
正
面
し
て
い
ま
す
。

信
徒
協
で
も
参
加
費
用
の

負
担
を
軽
く
す
る
た
め
に
対

策
を
取

っ
て
い
ま
す
が
、
十

分

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
れ

か
ら

の
教
会
を
支
え
て
い
く

青
年
た
ち
を
快
く
送
り
出
す

た
め
に
カ
ン
パ
や
ご
声
援
を

お
願
い
し
ま
す
。

北
九
州
地
区
か
ら
の
参
加
予

定
の
青
年
た
ち

・
内
藤
道
子
さ
ん

・
岡
崎
真

一
く
ん

・
林
　
祐
衣
さ
ん

・
有
吉
優
里
さ
ん

。
高
瀬
理
沙
さ
ん
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憲
法
２０
条
は
、
子
ど
も
の
将
来
を
守
る
大
切
な
基
本
的
人
権

光九州地区信徒協だより[5]第 28号

始
め
に
小
倉
教
会
主
任

山
元
神
父
は
次
の
よ
う
に

挨
拶
さ
れ
ま
し
た
。

「私

た
ち
が
生
き
て
い
く
上
で
、

本
当
に
大
切
な
こ
と
、
そ

の
上
台
を
共
に
見
つ
め
て

い
く
こ
と
が
で
き
る
こ
と

は
本
当
に
嬉
し
い
こ
と
で

あ
り
、
キ
リ
ス
ト
を
信
じ

る
者
と
し
て
、
使
命
を
再

確
認
で
き
る
時
と
思
い
ま
す
。
」

２
０
０
人
が
集

っ
た
聖
堂
に
は
、

こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
か
ら
多
く
の

こ
と
を
学
ば
う
と
、
熱
気
に
満
ち

た
も
の
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

一
番
目
の
溝
部
脩
司
教
は

「憲

法
２０
条
を
キ
リ
シ
タ
ン
史
よ
り
考

察
す
る
」
テ
ー
マ
で
し
た
。
冒
頭

で
、
迫
害
は
キ
リ
シ
タ
ン
側
の
頑

固
さ
に
も
起
因
す
る
と
話
し
、
遺

物
崇
拝
や
宗
教
的
熱
狂
が
迫
害

ヘ

と
駆
り
立
て
て
い
っ
た
と
い
う
の

も
キ
リ
シ
タ
ン
史
に
あ
る
と
い
う

こ
と
の
例
を
示
し
ま
し
た
。
ま
た

有
馬
の
殉
教
、
浦
上
で
の
迫
害
、

遠
藤
周
作
の
小
説
な
ど
に
触
れ
な

が
ら
、
教
会
側
の
論
理
と
為
政
者

側
と
の
ぶ
つ
か
り
を

「結
局
は
国

是
」
と
の
対
立
に
あ
る
と
述
べ
、

現
代
に
お
い
て
も

「神
の
国
」
発

言
や

「美
し
い
国
、
日
本
」

し
ま
し
た
。

ス
ラ
イ

な
ど
の
本
を
書
い
た
人
の
平
千
１

！
！
嵐
醸
鞭

ド
を
使

っ
て
行
う
説

中
に

ヵ
国
づ
く
り
“
が
根

中
　

！　
　
！嘔
ン
博

明
は
、
参
加
者
に
と

底
に
あ
る
が
、
あ
る
宗
教

て
も
好
評
で
、
憲
法

だ
け
が
特
恵

に
選
ば

れ

る

マ
　

　

　

醸
換
翻
盟

２０

条

の
大

切
さ
が
理

こ
と
に
賛
成
で
き
な
い
し

解
で
き
た
よ
う
で
し
た
。

教
育
基
本
法
改
正

の
危
惧

鶴
ン
ン
ン
艶
鶏
熱
攀

　

そ

の
後

の

「
質

問

も
そ
こ
に
あ
る
と
話
さ
れ
　
　
　
　
　
　
！簸
申
に
答
え
て
」
で
は
感

ま
し
た
。

想
や
意
見
も
含
め
て
４０
点
以
上

二
番
目
は
、
森
上
洋
介
牧
師
。
　

一が
寄
せ
ら
れ
、
今
回
の
シ
ン
ポ

「神
様
を
無
視
す
る
こ
の
世
の
権

一
ジ
ウ
ム

ヘ
の
関
心
が
い
か
に
高

威
」
を
テ
ー
マ
に
、
ご
自
身
の
経

一
か

っ
た
か
を
示
し
た

一
日
だ

っ

歴
の
特
徴
を
述
べ
ま
し
た
。
そ
し

一
た
と
感
じ
ま
し
た

て
神
格
化
さ
れ
た
権
力
者
の
社
会

醸

に
真
の
神
が
入
っ
て
く
る
こ
と
で
、
醸題

戦
い
が
始
ま
り
、
そ
れ
は
現
在
も

臣白

続
い
て
い
る
、
こ
の
世
の
権
威
と
“

ぶ
つ
か
っ
た
時
、
キ
リ
ス
ト
者
は

尊臨

ど
う
す
べ
き
か
の
点
で
、
ロ
ー
マ

塵０

の
信
徒

へ
の
手
紙
１３
章
を
示
し
ま

ロ理

し
た
。
但
し
、
こ
の
箇
所
の
解
釈

饉ロ

を
過
ま
れ
ば
、
神
を
認
め
な
い
こ

車醸

の
世
の
権
威
と
妥
協
し
て
し
ま
う
中

危
険
性
も
指
摘
し
ま
し
た
。　
　
　
中

谷
大
三
司
教
は

「入
門

・
憲
法

』Ｂ

２０
条
」
を
テ
ー
マ
に
分
か
り
や
す

一

く
説
明
し
ま
し
た
。
戦
前
戦
中
ま

凛０

で
は
信
教
の
自
由
が
な
か
っ
た
こ

“建

と
、
国
家
の
宗
教
に
強
制
参
拝
さ

題醸

せ
ら
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
今
の
憲

“
四

法
２０
条
が
で
き
た
こ
と
や
、
政
教

宇

分

離

の

歴

史

的

背

景

に

つ

い

て

話

が

醸

鶴

醸

鶴

醸

Ｈ

Ｅ

Ｂ

醒

題

害

ほ

Ｂ

鶴

ョ

Ｂ

醸

盗

蒻 新日原教会 協 働司祭

谷 □ 尚 志 神父
1982年 5月 14日生 29歳

福岡市生まれ。

『司祭談』今年 3月 21日に叙階を受け、司祭生活 4ヶ 月日に

入 りました。早いとしか言いようがなく、気が付けば日が

昇 り、気が付けば日が暮れているという毎日です。
一日一

日が早く過ぎていくので、早く自分の課題を見つけて早め

に取 り掛からないといけませんが、なかなか効率よくこな

すことのできずにいる今日この頃です。

新田原教会に着任したのは4月 3日 (日)の午後。荷物を早

く部屋に運び込まなくてはいけなかったのですが、外で数

人の子どもが遊んでいるのを見掛けたため、その中に混ぜ

てもらって一緒に遊んでしまいましたもこれまで何度か教

会学校の夏のキャンプや四旬節の黙想会に顔を出させてい

ただいたこと、また、昨年度の夏休みには一ヶ月滞在させ

ていただいたこともあったので 「その本人が着任するとは」

と、少し驚かれながらも (私が
一番驚いていたわけですが)

突顔で心から歓迎して下さいました。本当にありがたいこ

とです。司祭に叙階された今、皆様への恩返しとして毎日

の日々を送っていく決心をしています。まだまだ未熟な私

ですが、どうぞよろしくお願いいたします。

『信徒談』 感激の叙階式から四ヶ月、叙階式の帰りのバス

の中で 「谷田神父が新田原に来るといいね」と話していた

子どもたちの願いがかない、信徒
一同喜んでいます。

赴任当日、司祭館への挨拶もそこそこに出迎えの子ども

たちと一緒に遊んでいました。
一人でも多くの青年や子どもたちへ 「叙階の恵みと喜び」

を伝えて欲しいと思い、 「青少年の憧れの星」に信徒
一同

心を込めてエールを送ります。
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迄
悼
　
為
野
神
父
様

私
た
ち
、
芳
な
共
同
体
は
６
月
郷
日

郷
時
馳
分
に
大
坊
な
支
柱
を

失
い
ま
し
た
。
鵜
野
狩
父
様
の
死
で
す
。

狩
父
様
の
晩
年
と
私
の
関
係
を
思
い
起
こ
す
と
き
、
見
舞

い
に
行

っ
た
時
の
狩
父
様
の
姿
し
か
思
い
浮
か
び
ま
せ
ん
。

時
に
は
先
者
に
、
時
に
は
寡
黙
に
、

い
つ
病
院
に
行
っ
て
も
眠
う

込
ん
で
い
る
狩
父
様
が
、
％
日
の
ミ
サ
後
に
行
っ
て
み
る
と
目
を
開

け
て
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
見
て
い
ま
し
た
。

「
狩
父
様
」
と
声
を
か
け
る
と

「
あ

な
た
が
来
た
時
に
初
め
て
走
き
て
い
ま
し
た
ね
。
今
回
は
調
子
が
い

い
で
す
よ
」
と
言
い
、

「
ち
ょ
っ
と
ト
イ
レ
」
と
言
っ
て
揺
や
か
に

ベ
ッ
ド
か
ら
起
き
て
ト
イ
レ
に
行
か
れ
ま
し
た
。

私
は

「
一
芸
Ｓ
だ
」
と
善
ん
で
帰

っ
た
の
で
す
が
、
３
日
後
に
こ

の
よ
クヽ
な
こ
と
に
な
る
と
は
思
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

狩
父
様
を
見
舞

い
に
行
く
友
に

「
今
皮
の
読
教
で
は
こ
れ
を
話
し

て
い
い
で
す
か
」
と
信
沈
の
皆
さ
ん
に
話
し
た
い
こ
と
が
た
く
さ
ん

あ

っ
た
よ
つ
で
す
が
、
そ
れ
も
寸
わ
ず
入
に
召
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し

えた
。ど
う
か
安ヽ
ら
か
に
入
日
で
お
過
ご
し
下
さ
い
。
そ
し
て
私
た
ち
を

行
時
ま
で
見
守

っ
て
く
だ
さ
い
。

芳
松
教
会
　
信
衆
会
長
　
添
颯
　
善
広

■
日
時
／
９
月
２３
日

（金
）
午
前
１０
時
２０
分
～
１６
時
３０
分

・
場
所
／
カ
ト
リ
ッ
ク
大
名
町
教
会

■
テ
ー
マ
／
教
会
の
明
日
に
向
か
っ
て

サ
ブ
テ
ー
マ
　
ナ
イ
ス
（福
音
宣
教
）
理
解
と
実
践

・
対
象
／
ど
な
た
で
も

・
参
加
費
／
無
料

（席
上
献
金
呼
び
か
け
予
定
）

・
基
調
講
演
者
／
森

　
一
弘
司
教

■
お
問
い
合
せ
、
参
加
ご
希
望
は
地
区
信
徒
協
代
表
者

ヘ

・
詳
細
は
後
日
、
教
区
信
徒
協
よ
り
あ
り
ま
す
。

◆
若
松

と
戸
畑

の
ミ
サ

の
時

間
が
変
わ
り
ま
す
。

鵜
野
神
父
が
亡
く
な
ら
れ
ま

し
た
の
で
、
当
分
間
、
戸
畑
教

会
の
中
村
神
父
が
兼
任
さ
れ
ま
す
。

そ
の
た
め
、

二
つ
の
教
会

の
日

曜
日
の
ミ
サ
の
時
間
は
次

の
よ

う
に
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

八
時
半
　
若
松
教
会

十
時
　
　
一戸
畑
教
会

◆
東

日
本
大
震
災

の
支
援

に

つ
い
て

す
で
に
各
小
教
区
で
支
援
の

募
金
な
ど
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

福
岡
教
区
で
は
６
月
５
日
に
支

援

の
た
め
の
話
し
合
い
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
北
九
州
地
区
信
徒

協
で
も
支
援
を
ど
う
す
る
か
協

議
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

カ
ト
リ

ッ
ク
教
会
に
は
教
区

間
の
つ
な
が
り
が
あ
り
ま
す
。

北
九
州
で
の
協
議
で
は
、
漠
然

と
支
援
を
す
る
の
で
は
な
く
、

相
手
の
顔
が
見
え
る
支
援
を
長

く
続
け
た
ら
ど
う
だ
ろ
う
か
と

い
う
意
見
も
あ
り
ま
す
。
カ
ト

リ

ッ
ク
の
信
徒
ら
し
い
、
心
の

こ
も

っ
た
支
援
を
し
た
い
も
の

で
す
。

◆
学
び

と
分

か
ち
合

い

の
出

張
致

し
ま
す
。

信
教
の
自
由
と
政
教
分
離
の
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
、
様
々
な
質
問
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
例
え
ば

「神

幸
祭
な
ど
、
地
域
伝
統
、
文
化
と

し
て
の
公
費
支
出
は
許
さ
れ
る
範

囲
で
は
と
考
え
ま
す
。
キ
リ
ス
ト

者
と
し
て
の
対
応
は
？
」

「国
家

神
道
と
伝
統
的
神
道
と
の
関
係
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の
で
す
か
？
」

「原
発
問
題
も
学
び
た
い
」
な
ど

で
す
。
カ
ト
リ
ツ
ク
二
十
条
の
会

は
、
要
望
が
あ
れ
ば
、
ど
の
小
教

区
に
も
出
か
け
て
行
き
ま
す
。
も

ち
ろ
ん
費
用
は

一
切
不
要
で
す
。

二
、
二
人
お
ら
れ
れ
ば
、
学
び
と

分
か
ち
合
い
が
出
来
ま
す
の
で
、

い
つ
で
も
ご
連
絡
下
さ
い
。

電
話
／

（〇
九
三
）
６
２
２
１

１
２
８
９

（瀬
下
ま
で
）

国

図
帆
阻

＊
東
日
本
大
震
災
の
た
め
に
ど
の

教
会
も
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
が
、
長
い
期
間
の
支
援
を
す
る

た
め
の
プ
ラ
ン
が
必
要
と
思
わ
れ

ま
す
。
現
地
の
こ
と
に
つ
い
て
テ

レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
で
の
報
道
で
は
知

っ
て
い
て
も
、
九
州
と
東
北
で
は

距
離
が
あ
り
す
ぎ
ま
す
。
支
援
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
行
く
と
、　
一
人
１０

万
円
く
ら
い
の
費
用
が
掛
か
り
ま

す
。
簡
単
に
出
来
る
こ
と
で
は
な

い
の
で
す
。

ネ
風
評
被
害
と
は
本
当
に
怖
い
も

の
で
す
。
原
発
被
害
に
関
係
な
い

九
州
へ
外
国
か
ら
の
観
光
客
が
激

滅
し
て
い
ま
す
が
、
東
南
ア
ジ
ア

の
国
で
は
、
日
本
か
ら
の
入
国
者

全
員
の
放
射
能
検
査
を
す
る
空
港

が
あ
り
ま
し
た
。
情
報
が
正
し
く

伝
わ
っ
て
な
い
の
で
し
ょ
う
ね
。

＊
鵜
野
神
父
が
亡
く
な
ら
れ
ま
し

た
。
鵜
野
神
父
は
誰
の
話
で
も
良

く
聞
か
れ
る
方
で
し
た
。

こ
の
話
は
参
考
に
な
る
と
思
っ

た
ら
必
ず
メ
モ
し
て
い
た
そ
う
で

私
が
聞
い
た
と
き
、
メ
モ
ノ
ー
ト

が
８
冊
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
し

た
。
説
教
で

一
回
は
笑
わ
せ
て
い

た
そ
う
で
、
そ
の
元
は
こ
の
ノ
ー

ト
に
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
鵜
野
神

父
の
温
か
い
人
柄
が
し
の
ば
れ
ま

す
。

＊
高
松
と
大
分
に
新
し
い
教
区
長

が
誕
生
し
ま
し
た
。
９
月
に
は
広

島
に
も
新
し
い
教
区
長
が
赴
任
さ

れ
ま
す
。
私
た
ち
の
指
導
者
と
し

て
教
会
だ
け
で
な
く
、
担
当
さ
れ

る
地
域
に
も
影
響
を
与
え
る
指
導

者
に
な
っ
て
い
た
だ
け
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
ま
す
。
　
　
（岩
本
）

教
区


